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出席者(学校）
上野校長、島岡教頭、大塚首席、内田事務長、青木総務部長、佐伯教務主任、
中川生徒指導主事、福地進路指導主事、吉田保健主事、柴田３年学年主任、
金井2年学年主任、三原１年学年主任

議事録

学校運営協議会　議事録

府立今宮高等学校

　上野　佳哉

開催日時 令和２年１１月１９日（木）15:45～17:00

開催場所 府立今宮高等学校　２階　会議室

出席者(委員）
久会長、渡辺副会長、噫委員、山本委員、奥浦委員、白間委員

傍聴者   ０名　

協議資料

◇ １学期授業アンケートの結果分析
◇ 学校教育自己診断　生徒用、保護者用、教員用
◇ 授業公開週間の実施について
◇ 第１部授業見学資料
　　25期生「探究学習」計画
　　1年次「産業社会と人間」、2,3年次「未来探究」

備考

府立今宮高等学校　２階　会議室

議題等(次第順）

・１学期授業アンケートの結果分析（昨年度の比較）について
・学校教育自己診断　生徒用、保護者用、教員用
・現3年生の進路状況について（中間報告）
・授業公開週間の実施について（11月2日から2週間）
・第１部授業見学について
　第１学年「産業社会と人間」11月13日実施の１年ＦＷ（神戸・京都方面）とＳＤＧｓとの関連をテーマにポスターを作製

協議内容・承認事項等（意見の概要）
・1年生の「産業社会と人間」の授業見学から
　ＳＤＧｓの観点から神戸・京都のＦＷをどう見たか、また、身近な浪速区でリアルな社会の課題をさがしてほしい。
・今宮高校と浪速区のコラボ案について：図書館の活性化を検討する材料として中高生のリアルな声が欲しい。
　例として、小学校の図書室の改革の話：先にデザインを変えて「本」に対する興味関心など戦略をたてて活性化し
た。
・小学校ー中学校ー高等学校ー大学　それぞれでどのような教育をしているかを知る必要があり、積み上げが大事
・大学進学に際して、成果物を確認するためストックする方法を検討しておく必要がある。
・コロナ禍の中、臨時休校が発生した場合のマニュアルがあるといい。学校はそういったトレーニングの場である。
・持続可能な開発の定義の根底：「環境」「経済」「社会」のバランスが大事、コロナ禍の今、我々はそのバランスを考
え続けている。

次回の会議日程

令和３年２月１２日（金）１５：４５～


